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綾部市上下水道審議会、簡易水道審議会議事要旨 

 

１ 日  時  令和元年７月１６日（火） 午前１１時から 

 

２ 場  所  市役所第１委員会室（本庁舎３階） 

 

３ 出 席 者  委  員  上野 司、平野正明、塩尻登美子、朝倉正道、井田新一、 

髙橋秀文、土井 渡、中西朋子、三好ゆう、由良茂文、 

櫻井裕子 

事 務 局  上下水道部長 前田義則、上下水道部次長 柳田嘉宏、 

上水道課長 檀野 彰 ほか６名 

 

４ 審 議 会 

（１）開  会 

 

（２）市長あいさつ 

 

（３）委員紹介、上下水道部組織及び職員紹介 

   前田上下水道部長から紹介（櫻井委員が新任、他の委員１０名は再任） 

 

（４）会長、副会長の選出 

   朝倉委員からの推薦の後、各委員の承認を得て、上野委員が会長に、平野委員が副会長に 

就任 

    

 （５）会長あいさつ 

 

（６）審議会の公開、非公開について 

   各委員の承認により、下記のとおり決定 

・会議は、傍聴は認めず非公開。 

・議事録要旨を発言者の氏名を記して、情報公開コーナーで公開。  

    ・委員名簿、議事録要旨をホームページで公開。 

    ・この方針は、任期中の２年間、継続する。 

 

（７）議  題 

檀野課長： 

     資料１「綾部市上水道事業の現状について」説明 

     

柳田次長： 

     資料２「綾部市下水道事業の現状について」説明 
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    （質疑応答） 

   ・質問【平野副会長】 

広域連携について、観光ならば、観光資源あるいは道路交通網などのさまざまな点から

綾部、福知山、舞鶴を含めた北部５市２町は理解できるが、上下水道並びに雨水対策等の

広域連携について京都府ではどういったイメージで進んでいるのか。 

       

   ・回答【前田部長】 

      上水道の広域連携の流れについて、京都府では北部・南部・中部それぞれの圏域での広

域連携を進めていくことになっている。水道では、５市２町において、管理の一体化につ

いて、事務部門的なところの共同化について検討を進めようとしており、この流れの中で

具体的な検討を各市町でしていくという状況にある。 

      雨水対策については、水系ごとの取組みが必要であり、特に由良川については、国土交

通省の管理河川であることから、国交省を中心に、京都府を初めとする関係機関による定

期的な会合がもたれる中で綾部市においては、由良川だけでなく、上林川や犀川等の河川

も併せて、水系ごとの検討に参加をしている。 

       

   ・質問【由良委員】 

      今年度から公営企業会計に移行したことで、決算でも明らかになってくると思うが、大

変厳しい会計ではないかと想像している。収入を増やしていこうとするのなら未接続世帯

に接続していただくことが必要。未接続世帯がどのくらいの割合か。また未接続の主な理

由は何か。農業集落排水事業も併せて教えていただきたい。 

 

   ・回答【柳田次長】 

      それぞれの未接続状況については、公共下水道は約２０％、農業集落排水は約１６％が

未接続となっており、浄化槽については、浄化槽設置後すぐに接続されているので１０

０％接続となっている。 

      未接続世帯への取組みについては、毎年アンケート調査を行っており、未接続の理由は、

将来若い者が帰ってくる見込みがないとか、今まで汲み取りで辛抱してきたので、これか

らも辛抱ができるというような方、将来的に家を建て直す際に接続を検討する、経済的な

理由から接続困難等が主な理由となっている。 

市としては、融資あっせん制度の活用の案内、広報紙「ねっと」や水洗化説明会等で接

続の呼びかけを行っている。 

ちなみに広報紙「ねっと」７月号において接続の啓発記事を掲載する予定。 

 

   ・質問【髙橋委員】 

      上水道、下水道について、料金改定以降、使用料がかなり上がったという声もある。 

その中で前年度はどのくらいの未収状況であったのか。上下水の料金について、収益を

上げていくとなると、納めていただくことが一番肝心となる。現在の未収の状況はどうな

っているのか教えていただきたい。 
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   ・回答【檀野課長】 

      上水道の未収金については、平成２８年、２９年頃には、１億円を超える未収金があっ

たが、取り組みを強化し、現在では約３，６００万円まで減少している。これについては、

従来からの徴収方法を見直し、決められたルールの中で給水停止を行ったり、法的措置と

して支払督促を行ったり、それでも支払われない場合は、訴訟に移行した上で、判決によ

り料金を徴収するといったことも行っている。 

今後についても、公平な料金負担のため、このような取組の継続を考えている。 

 

   ・回答【前田部長】 

      下水道の未収金については、以前に２，０００万円程度があったが、現在、半額くらい

まで減少している。これは上水道料金と併せて、同じように徴収対応の強化を実施してお

り、今後も同様の取組の継続を考えている。 

    

（８）閉会あいさつ  前田上下水道部長 

終了：午前１１時５８分  


